
 

第６２回全国学校体育研究大会山形大会  

開 催 要 項 
 

 

１ 趣  旨 

これからの時代を生きる子供たちが、明るく豊かで活力ある生活を営むためには、生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現することが重要である。これに向けて学

習指導要領等では、幼児児童生徒が身に付けることを目指す資質・能力を「知識及び技能」「思考

力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で再整理し、内容等の改善が図

られた。これらを確実に身に付けるための視点としての主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善、カリキュラム・マネジメントの充実、さらに「子供たちにどのような力が身に付いたの

か」という学習の成果を的確に捉え、「指導と評価の一体化」が実現されることが期待されてい

る。 

そこで本大会では、幼稚園教育要領・学習指導要領の趣旨及び内容、並びに山形県の子供の実態

やこれまでの研究実践を踏まえ、大会主題を「生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けて

三つの資質・能力をバランスよく育成する体育・保健体育学習の在り方」と設定した。 

これまで山形県では、学習指導要領等の改訂を受けて、生涯にわたって運動やスポーツに多様な

形で関わっていくことができる子供を育てるという考え方のもと研究実践を進めている。例えば、

校種ごとに卒業までを見通した年間指導計画や系統性を踏まえた単元指導計画を作成し、資質・能

力の三つの柱の関連を図った指導の充実や、学習成果を上げるための効果的な ICT の活用などの指

導の工夫を図っている。それらを通して、体育においては技能の指導に、保健においては知識の指

導に偏ることなく、三つの資質・能力をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、心身の

健康の保持増進や豊かなスポーツライフが実現できるようにすることを目指して取り組んでいる。 

本大会では、山形県が進めてきた授業改善の成果を踏まえた授業を公開し、各分科会において大

会主題に掲げる体育・保健体育学習の在り方について提案する。 

 

 

２ 大会主題  生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けて 

          三つの資質・能力をバランスよく育成する体育・保健体育学習の在り方 

 

 

３ 主  催  スポーツ庁  公益財団法人日本学校体育研究連合会 

 

 

４ 共  催  山形県教育委員会  山形市教育委員会 

 

 

５ 主  管  第６２回全国学校体育研究大会山形大会実行委員会 

 

 

６ 期  日  令和５年１１月１日（水）～２日（木） 

 

 

７ 会  場 

（１）全体会会場（第１日） やまぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館） 大ホール 

             山形県山形市双葉町１－２－３８ 

 

 



 

（２）分科会会場（第２日） 山形県内１２会場 

幼 稚 園    第１分科会   学校法人山本学園 竹田幼稚園 

小 学 校    第２分科会   山 形 市 立 第 五 小 学 校 

第３分科会   山 形 市 立 千 歳 小 学 校 

             第４分科会   山 形 市 立 高 瀬 小 学 校 

             第５分科会   山 形 大 学 附 属 小 学 校 

   中 学 校    第６分科会   山 形 市 立 第 三 中 学 校 

             第７分科会   山 形 市 立 第 四 中 学 校 

             第８分科会   山 形 市 立 第 五 中 学 校 

             第９分科会   山 形 大 学 附 属 中 学 校 

   高 等 学 校    第10分科会   山形県立山形中央高等学校 

             第11分科会   山形県立上山明新館高等学校 

特別支援学校     第12分科会   山形県立村山特別支援学校 

 

 

８ 参加対象 

（１）全国の幼稚園（認定こども園を含む）、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教   

育学校、特別支援学校の教職員及び保健体育行政関係者 

（２）社会体育等の指導者及び大学等の研究者 

（３）一般参加者 

 

 

９ 内  容 

（１）全 体 会（第１日）   

  ア 開 会 式 

  イ 表 彰 式 

  ウ 基調報告 

  エ 解  説       

「体育、保健体育を通した子供たちの確かな資質・能力の育成」 

～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～ 

                    塩見  英樹（スポーツ庁教科調査官） 

  オ シンポジウム     

「体育・保健体育学習における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」 

          コーディネーター  大越  正大（東海大学 教授） 

          シンポジスト    諏訪下 早織（愛知県半田市立花園幼稚園 園長） 

                    千葉 富美江（小平市立小平第八小学校 教諭） 

                    兼武  巖 （佐賀県教育委員会 指導主事） 

                    佐藤  若 （山形県青年の家 所長） 

                    庄司 美千代（山形県立山形聾学校 校長） 

                    與儀  幸朝（鹿児島県立短期大学 教授） 

  カ 特別講演      

「豊かなスポーツライフの実現に向けて学校体育に期待するもの」 

       ～「体育・スポーツの価値」と向き合う 新たな時代に向けて～ 

講 師       勝田  隆 （東海大学 教授） 

（２）分 科 会（第２日） 

  ア 公開保育・公開授業 

  イ 研究発表・研究協議 

  ウ 指導講評 

  エ 閉 会 式 



 

10  日  程 

１日目：１１月１日（水） 全体会 

9:00   10:00 10:40  11:30 12:10 13:10  14:00             15:50    17:00 

受付 開会式 表彰式 
基調 

報告 
昼食 解説 シンポジウム 特別講演 

 

 ２日目：１１月２日（木） 分科会 

9:00 9:30              12:00  13:00                15:00 

受付 公開保育・公開授業 昼食 
研究発表 

研究協議 

指導 

講評 
閉会式 

    ※２日目（分科会）の日程は、会場により変更する場合があります。 

 

 

11 参 加 費  ５，０００円 

 

 

12 参加申込み・宿泊手続き 

  後日、山形大会実行委員会事務局から二次案内がありますので、その内容に基づき申し込みを

してください。 

  また、宿泊については、取扱旅行業者を通して大会実行委員会で宿舎を確保する予定です。必

要な場合は、参加申込みと併せて申し込みをしてください。 

 

 

13 問合せ先   

山形大会実行委員会事務局（山形県立山形南高等学校内） 

     〒990-0034 山形県山形市東原町 4-6-16 

  TEL 090-6621-5462  FAX 023-624-6945 

     E-mail  inoued.za@pref-yamagata.ed.jp 

 

  公益財団法人 日本学校体育研究連合会 

     TEL 03-3465-3954  FAX 03-3465-7464 

E-mail  gakutairen@msb.biglobe.ne.jp 

ホームページ URL http://www.gakutairen.jp/ 

 

 

14 そ の 他 

（１）自家用車でのご来場の場合、全体会会場は、近隣の有料駐車場をご利用ください。分科会会

場では駐車場の用意はできませんので、公共交通機関等をご利用ください。 

なお、一部の分科会会場については、シャトルバス（山形駅－分科会場）を準備する予定で

すので、参加申込みの際にご確認ください。 

（２）公益財団法人日本学校体育研究連合会評議員会は、１０月３１日（火）１３時３０分から「や

まぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館）」で行います。 

 （やまぎん県民ホール：山形県山形市双葉町１－２－３８ TEL：023－664－2220） 
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